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水生生物相の 3 年間の変動 
Fluctuation of the aquqtic fauna in  







 2017 年から 2019 年の 3 年間、神田外語大学の環境科学の講義の一環として、
初冬に 1 回ずつ、八王子市の小河川・北浅川にて水生生物の定性調査を行った。
3 年間で 69 種の水生生物が出現したが、年ごとの類似度は低く、Jaccard の共通
係数は0.35 以下で、河川構造の毎年の変動が種構成に変化をもたらしたと考えら
れる。2019 年は特に出現種が少なく、同年 10 月の台風 19 号で大きく撹乱を受け















































 東京都八王子市上恩方町の北浅川の佐戸橋周辺（図 1、写真）は、川幅約 20 m、
浅瀬の水深は 30 cm 未満の渓流である。ここで 2017 年 12 月 17 日、2018 年 11 月
25日、2019年12月1日に水生生物の採集を行ったⅱ。採集は午前 10 時に開始、12
時 30 分ごろに終了し、その後同定を行った。採集参加者は、2017年は 22人、2018
年は25人、2019 年は12人だった。 
 
図 1 調査地地図。星印は調査地点を示す。   写真 2018 年調査風景。 
 
調査方法 


















 2017 年から 2019 年までの 3 年間合計で、69 種の水生生物が出現した（表 1）。
うち、幼虫（幼生）での種判別が困難だった 5 種を除けば 64 種であった。高次
分類群ごとの内訳は、扁形動物 1 種、腹足類 2 種、環形動物 3 種、十脚類 4 種、
水生昆虫 44 種、魚類 9 種、両生類 1 種だった。各年の出現種数は、2017 年は 39
種、2018 年は 35 種、2019 年は 22 種であり、2019 年が最も少なかった。 
 各年の出現種の重複度合いを Jaccard の共通係数ⅲを用いて調べたところ、2017
年と 2018 年では共通係数は 0.35、2018 年と 2019 年では 0.25、2017 年と 2019 年
では0.19と、いずれも著しく低く、出現種構成が毎年大きく変化したことが判明
した。特に 2019 年は他 2 年との共通出現種が非常に少ない。 
 この調査では水質の化学分析は行っていないが、環境省（2017）のスコア法に
より水質の推定を行った。3 年間の出現分類群とそれぞれのスコア、総スコアと
平均スコアを表 2 に示すⅳ。3 年間合計で、スコアが設定された分類群は 28 出現
しており、2017 年にはうち 22 科（綱）、2018 年には 17 科（類）、2019 年には 8
科が出現した。表 1 で見たように年ごとの共通出現種は少なかったが、科も年ご
とにあまり共通しておらず、最も共通の科が多かった 2017 年と 2018 年の間でさ
 
ⅲ Jaccard の共通係数：2 つの生物群集でどの程度構成種が重なっているか調べるための係数。片方にの
み出現した種数を両方共に出現した種数で除した値。構成種が完全に一致すれば 1、全く一致しなけ






え 65%程度の重複であった。しかし 3 年間の平均スコア値は近く、2017 年は 7.2、
2018 年は 7.4、2019 年は 7.5 であり、3 年間全て「やや良好」な水質だったこと
がうかがえる。 
 現場近くの河川周辺の環境は 2017 年と 2018 年では特に大きな差は見られなかっ








 2019 年に確認された種のうち、代表的なものはトンボ類だった。2017 年と
2018 年にのみ出現した 5 種のうち、ハグロトンボ、コシボソヤンマ、クロスジギ
ンヤンマ、コオニヤンマは、平地から低山域の緩やかな流れや池沼に生息する種
であり（川合、1985）、2019 年の台風による撹乱後には見られなくなった。一方



























表 1  北浅川佐戸橋周辺水域にて出現した水生生物目録。 
◯は各年の出現種を示す。 
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表 2  出現した分類群のスコア。 
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